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「
恰
も
一
身
に
し
て
二
生
を

経
る
が
如
く
、

い「
川
に
し
て
両

身
あ
る
が
如
し
」
。
福
揮
諭
吉

は
中
津
藩
の
下
級
武
士
の
家
に

出
生
、

3
度
の
洋
行
を
経
て
明

治
維
新
を
迎
え
、
近
代
主
権
国

家
日
本
の
建
設
を
求
め
飽
く
こ

と
な
く
執
筆
活
動
を
つ
づ
け

て
、
明
治
出
年
（
1
9
0
1年）

に
没
し
た
。
維
新
を
挟
ん
で
前

後
お
年
ず
つ
の
激
変
の
時
代
を

生
き
、
慶
応
2
年
の
『
西
洋
事

情
』
の
刊
行
以
来
、
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
！
の
座
を
誰
に
も
譲

る
こ
と
の
な
か
っ
た
希
有
の
思

想
家
で
あ
る
。
「

一
身
に
し
て

二
生
を
経
」

た
人
間
の
思
想
が

終
始
一
貫
し
て
い
る
は
ず
が
な

い
。
福
揮
の
強
烈
な
リ
ア
リ
ズ

ム
が
思
想
の
論
理
整
合
性
を
許

さ
な
か
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
。

福
揮
と
い
え
ば
「
天
は
人
の

ヰ歩遅紅の匂I;,‘匂

利夫渡辺

上
に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に

人
を
造
ら
ず
」
と
説
く
天
賦
人

権
論
を
想
起
さ
せ
る
平
等
主
義

福
津
諭
吉
の
思
想

想、後リ描せ述従名？者
の日ベかるべ L川＇＼＇.；店で
淵本ラれ啓て事にあ
源 lζ リる蒙社をてり
をおズの思会為、、
福いムが想契す国「
揮ての通家約も民政
に、在f例の論のの府
求自溢日でごをな思は
め分しあと初号りう国
たのたるく梯さ」所民
い思戦。にさとにの

と
い
う
願
望
が
こ
の
よ
う
な
福

揮
像
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
い
か
に
も
一
面
的
で
あ

る
。
福
揮
の
思
想
は
は
る
か
に

多
層
的
で
あ
る
。

矛
盾
に
満
ち
た
人
聞
社
会
の

虚
実
を
怜
例
に
昆
据
え
、
な
お

文
明
に
近
づ
か
ん
と
す
る
思
想

的
苦
闘
が
福
揮
の
も
の
で
あ
っ

た
。
畢
生
の
大
作
『
文
明
論
之

『
学
問
の
す
、
め
』
に
表
れ

る
初
期
の
福
津
思
想
の
対
極
を

鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

論
説
が
、
明
治
叩
年
の
「
丁
丑

公
論
」
な
ら
び
に
明
治
M
年
の

「
膚
我
慢
の
説
」
で
あ
る
。
前

者
で
は
、
西
南
戦
争
を
も
っ
て

新
政
府
に
挑
ん
だ
西
郷
隆
盛
を

批
判
す
る
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
は
、
西
郷
の
士
風
を
軽
ん
じ

対
極
の
論
あ
り
多
層
的

概
略
』
は
「
西
洋
の
文
明
を
目

的
と
す
る
事
」
に
始
ま
り
、
委
細

を
尽
く
し
て
文
明
と
日
本
と
の

関
係
を
論
じ
、
最
後
に
は
「
国
の

独
立
は
目
的
な
り
、
今
の
郵
文

明
は
こ
の
目
的
に
達
す
る
の
術

な
り
」

と
の
結
論
に
至
る
。

こ

の
反
転
論
理
の
綾
な
す
中
に
福

津
思
想
の
核
心
を
私
は
み
る
。

て
「
抵
抗
の
精
神
」
を
衰
類
さ

せ
る
「
文
明
の
虚
説
」
だ
と
難

じ
た
。
ま
た
「
磨
我
慢
の
説
」

で
は
、
高
位
の
幕
臣
で
あ
り
な

が
ら
新
政
府
の
要
職
に
就
い
て

権
勢
を
振
る
っ
た
勝
海
舟
と
榎

本
武
揚
の
処
世
を
札
弾
し
て

「
数
百
千
年
養
い
得
た
る
我
日

本
武
土
の
気
風
を
傷
う
た
る
の

1・， 

不
利
は
決
し
て
少
々
な
ら
ず
」

と
嘆
じ
た
。
い
ず
れ
も
、
ス
ピ

ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
一
気
時
開
の

論
説
で
あ
る
。

「
椿
我
慢
の
説
」
の
第
1
行

目
は
「
立
国
は
私
な
り
、
公
に

非
ざ
る
な
り
」
で
あ
る
。
士
風
、

士
魂
と
い
う
「
私
情
」
を
劣
化

さ
せ
て
し
ま
え
ば
、
列
強
の
暴

力
的
な
「
西
力
東
漸
」
に
抗
し

て
日
本
が
独
立
を

全
う
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
そ
れ
ゆ

え
私
情
こ
そ
が
「
立
国
の
公
道
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説

く
。
福
津
思
想
の
他
面
は
、
伝

統
精
神
を
背
負
っ
た
純
な
る
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
他
な
ら
な

い
。
懇
切
な
注
を
付
し
た
『
福

樟
諭
吉
著
作
集
』
（
全
ロ
巻
、
慶

応
義
塾
大
学
出
版
会
）
が
最
も

読
み
や
す
い
。
（
経
済
学
者
）


